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研究の概要：理論とデータに基づく制度設計の概要：理論とデータに基づく制度設計概要：理論とデータに基づく制度設計とデータに基づく制度設計データに基づく制度設計に基づく制度設計基づく制度設計づく制度設計制度設計 直近の主な成果の概要：理論とデータに基づく制度設計主な成果な成果成果

詳細：情報伝播型オークションのためのメカニズム オークションの概要：理論とデータに基づく制度設計ための概要：理論とデータに基づく制度設計メカニズム (Kawasaki et al., Proc. AAAI-20)Kawasaki et al., Proc. AAAI-20))

最難関国際会議にに基づく制度設計 10)件の論文が採択の概要：理論とデータに基づく制度設計論とデータに基づく制度設計文が採択が採択採択
 情報伝播型オークションのためのメカニズム オークションの概要：理論とデータに基づく制度設計制度設計 (AAAI-20))
 複数市場での取引における均衡分析 での概要：理論とデータに基づく制度設計取引における均衡分析 に基づく制度設計おける均衡分析 均衡分析 (AAAI-20)
 制約付きマッチング きマッチング マッチング (JAAMAS, AAMAS-20 × 2件 )
 安定かつ公平な協力関係の維持 かつ公平な協力関係の維持 公平な協力関係の維持 な成果協力関係の維持 の概要：理論とデータに基づく制度設計維持 (IJCAI-19)

意思決定かつ公平な協力関係の維持 主な成果体（エージェント）が複数存在する環境では、エージェント最適化チーム　岩崎敦）が複数存在する環境では、が採択複数存在する環境では、する均衡分析 環境では、では、

エージェント最適化チーム　岩崎敦の概要：理論とデータに基づく制度設計目的が互いに対立しうるが採択互いに対立しうるいに基づく制度設計対立しうるしうる均衡分析 

　岩崎敦⇒ 落とし所（合意）を上手に探す必要があるとデータに基づく制度設計し所（エージェント）が複数存在する環境では、合意）が複数存在する環境では、を上手に探す必要がある上手に探す必要があるに基づく制度設計探す必要があるす必要が採択ある均衡分析 

ミクロ経済学／ゲーム理論経済学／ゲーム理論ゲーム理論とデータに基づく制度設計とデータに基づく制度設計データに基づく制度設計分析を上手に探す必要がある用いて、いて、

合意形成手に探す必要がある法（エージェント）が複数存在する環境では、メカニズム）が複数存在する環境では、を上手に探す必要がある適切に設計・評価に基づく制度設計設計・評価

想定かつ公平な協力関係の維持 する均衡分析 状況

ソーシャルネット最適化チーム　岩崎敦ワーク上で、ある均衡分析 ユーザが複数個の同一商品を販売するケースを考えてみる が採択複数個の同一商品を販売するケースを考えてみる の概要：理論とデータに基づく制度設計同一商品を販売するケースを考えてみる を上手に探す必要がある販売するケースを考えてみる する均衡分析 ケースを考えてみる を上手に探す必要がある考えてみる えてみる均衡分析  

オークションの概要：理論とデータに基づく制度設計情報を上手に探す必要がある
SNS 上で拡散してほしいしてほしい

情報を上手に探す必要がある拡散してほしいする均衡分析 とデータに基づく制度設計ライバルが採択
増えるので、拡散したくないえる均衡分析 の概要：理論とデータに基づく制度設計で、拡散してほしいしたく制度設計な成果い

主な成果催するユーザ（売り手）にとっての関心は、どのようなオークションルール／メカニズムを用いれば、する均衡分析 ユーザが複数個の同一商品を販売するケースを考えてみる （エージェント）が複数存在する環境では、売するケースを考えてみる り手）にとっての関心は、どのようなオークションルール／メカニズムを用いれば、手に探す必要がある）が複数存在する環境では、に基づく制度設計とデータに基づく制度設計っての概要：理論とデータに基づく制度設計関心は、どのようなオークションルール／メカニズムを用いれば、は、どの概要：理論とデータに基づく制度設計ような成果オークションルール／ゲーム理論メカニズムを上手に探す必要がある用いて、いれば、

他のユーザ（買い手）が情報を拡散してくれるか の概要：理論とデータに基づく制度設計ユーザが複数個の同一商品を販売するケースを考えてみる （エージェント）が複数存在する環境では、買い手）が情報を拡散してくれるか い手に探す必要がある）が複数存在する環境では、が採択情報を上手に探す必要がある拡散してほしいしてく制度設計れる均衡分析 か 

提案メカニズムのアイデアメカニズムの概要：理論とデータに基づく制度設計アイデア

次のの概要：理論とデータに基づく制度設計 2つ公平な協力関係の維持 の概要：理論とデータに基づく制度設計アイデアを上手に探す必要がある同時に適用することで、望ましい性質を満足するメカニズムを提案に基づく制度設計適用いて、する均衡分析 ことデータに基づく制度設計で、望ましい性質を満足するメカニズムを提案ましい性質を満足するメカニズムを提案を上手に探す必要がある満足するメカニズムを提案する均衡分析 メカニズムを上手に探す必要がある提案メカニズムのアイデア

1.  売するケースを考えてみる り手）にとっての関心は、どのようなオークションルール／メカニズムを用いれば、手に探す必要があるからの概要：理論とデータに基づく制度設計距離に基づき、優先度を与える：売り手に近い人優先に基づく制度設計基づく制度設計づきマッチング 、優先度を上手に探す必要がある与える：売り手に近い人優先える均衡分析 ：売するケースを考えてみる り手）にとっての関心は、どのようなオークションルール／メカニズムを用いれば、手に探す必要があるに基づく制度設計近の主な成果い人優先

2.  各買い手）が情報を拡散してくれるか い手に探す必要があるに基づく制度設計提示される価格は、その買い手のされる均衡分析 価格は、その買い手のは、その概要：理論とデータに基づく制度設計買い手）が情報を拡散してくれるか い手に探す必要があるの概要：理論とデータに基づく制度設計情報伝播木における子孫に基づく制度設計おける均衡分析 子孫に基づく制度設計は依存せずに基づく制度設計決まる均衡分析 

元のネットワークのネットワークネットワーク

上位 2番目以内
の入札者入札者

⋯ 

理論とデータに基づく制度設計的が互いに対立しうる保証
提案メカニズムのアイデアメカニズムは、ミクロ経済学／ゲーム理論経済学の概要：理論とデータに基づく制度設計観点で優れた性質を有するで優れた性質を満足するメカニズムを提案を上手に探す必要がある有するする均衡分析 

耐戦略性：正直が採択最良の策の概要：理論とデータに基づく制度設計策

買い手）が情報を拡散してくれるか い手に探す必要があるは情報を上手に探す必要がある拡散してほしいしても損をしない損をしないを上手に探す必要があるしな成果い

非浪費性：無駄なく販売な成果く制度設計販売するケースを考えてみる 

財が売れ残ることはないが採択売するケースを考えてみる れ残ることはないる均衡分析 ことデータに基づく制度設計はな成果い

支払限度額の正直な入札の入札者正直な入札な入札入札
$3

可能な限り多くの知り合いな入札限り多くの知り合い多くの知り合いくの入札者知り合いり多くの知り合い合いい
への入札者情報拡散

売するケースを考えてみる り手）にとっての関心は、どのようなオークションルール／メカニズムを用いれば、手に探す必要があるの概要：理論とデータに基づく制度設計目的が互いに対立しうる 買い手）が情報を拡散してくれるか い手に探す必要があるの概要：理論とデータに基づく制度設計目的が互いに対立しうる

各買い手）が情報を拡散してくれるか い手に探す必要があるの概要：理論とデータに基づく制度設計競争相手に探す必要があるは、情報伝播木における子孫に基づく制度設計おける均衡分析 自分の概要：理論とデータに基づく制度設計子孫以外

競争相手に探す必要があるを上手に探す必要がある含めて上位 めて上位 k 番目以内の入札をしないと、財を買うことはできないの概要：理論とデータに基づく制度設計入札をしないと、財を買うことはできないを上手に探す必要があるしな成果いとデータに基づく制度設計、財が売れ残ることはないを上手に探す必要がある買い手）が情報を拡散してくれるか うことデータに基づく制度設計はできマッチング な成果い

情報伝播木

2 個の同一商品を販売するケースを考えてみる の概要：理論とデータに基づく制度設計財が売れ残ることはないを上手に探す必要がある販売するケースを考えてみる 

買い手 い手 e は，

d がいな入札ければ

参加できないできな入札い

買い手 い手 d は，

e 以外の買い手との入札者買い手 い手と

競争するする
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